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大阪府（H2６） 国（R4） 東京都（R2） 参考

ａ 性別 性別（４択） ○（２択） ○
（戸籍上の性を問う設問、２択）

○（２択） クロス集計に使用

ｂ 年齢 年齢（12択） ○ ○ ○ クロス集計に使用

ｃ 居住地域 居住地域（８地域から選択） ○ × × 調査概要に使用

ｄ 結婚 結婚（事実婚）の有無（３択） ○
○

（事実婚は含まない）
○ クロス集計に関連

ｅ 職業 自身と配偶者の職業（７択） ○
○

※配偶者の職業については
設問なし

○
※配偶者の職業については設

問なし
クロス集計に使用

ｆ 子どもの有無 子どもの有無（５択） ○ ○ ○ 問６に関連

ｇ 子どもの年齢 一番下の子の年齢（６択） ○ ×
○

※すべての子どもについて年
代を問うている。

問６に関連

ｈ 家族構成 家族構成（７択） ○ ×
○

※同居家族の人数を問うてい
る。

クロス集計に関連

ｉ 世帯収入 年間の世帯収入（５択） ○ × ×

ｊ 最終学歴 最終学歴または在学先（５択） ○ × ○

問１ 男女平等の現状認識
家庭、職場、地域等で男女はどの程
度平等になっていると思いますか。
（８項目、６択）

○ ○ ○
プランの「現状と課題」
「参考指標」に使用

問２
女性の増加が望まれる職業・役
職

次にあげる職業や役職において、今
後女性が増えると良いと思うのはど
れですか。（１４択、複数回答可）

○ × ○

【意識調査の項目比較】

１　男女の地位の
平等について

回答者の属性

R元年度　調査項目

資料２



大阪府（H2６） 国（R4） 東京都（R2） 参考R元年度　調査項目

問３ 性別役割分担意識
｢男は仕事、女は家庭｣という考え方
についてどう思いますか。（４択）

○ ○ ×
プランの「現状と課題」

「指標」に使用

問３－１
「男は仕事、女は家庭」と思う
理由

そう思う理由を教えてください。
（６択、複数回答可）

○ ○

※女性リーダーが増えた場合
にどのような影響があると思
いますか、リーダーを増やす
障害は何だと思いますが、と
いう設問あり。
※男性が家事・育児を行うこ
とについてどのようなイメー
ジを持っているか、という設
問あり。

問３－２
「男は仕事、女は家庭」と思わ
ない理由

そう思わない理由を教えてくださ
い。（７択、複数回答可）

○ ○ ×

問４ 結婚、離婚等に関する考え方
結婚、子どもの有無、離婚の自由、
夫婦別姓ついてどう思いますか。
（４項目、５択）

○ × ×

問５ 家庭内の役割分担

生活費をかせぐ、家事を行う、介護
等について、主に男性、女性のどち
らが担う方がよいと思いますか。
（10項目、６択）

○
※育児・介護等について、
配偶者とどのように分担し
たいかという設問あり

×
プランの「現状と課題」

に使用

問６
仕事、家事等に要する時間（平
日・休日）

１日のうちで仕事、家事、育児、介
護に要する平均時間はどのくらいで
すか。（７～９択）

○ × ×

問７ 家族を介護する場合の希望
家族が介護を要する状態となった場
合、どのようにしたいとお考えです
か。（５択）

○ × ×

問７－１ 介護をする人
自宅介護の場合、主に誰が介護する
ことになると思いますか。（７択）

○ × ×

問８ 介護される場合の希望
自身が介護される状態になった場
合、どのようにしてほしいと思いま
すか。（５択）

○ × ×

問８－１ 介護してもらいたい相手
在宅介護の場合、主に誰に介護して
もらいたいですか。（１０択）

○ × ×

２　男女の役割分
担について

３　家庭生活につ
いて

４　介護について



大阪府（H2６） 国（R4） 東京都（R2） 参考R元年度　調査項目

問９ 女性の働き方についての考え
女性の働き方について、どのように
お考えですか。（８択）

○
○

（５択）

○
※そう考えた理由についても

設問あり

プランの「現状と課題」
に使用

問９－１ 実際の女性の働き方

自身、またはパートナーについて、
結婚や育児と就業継続についてどの
ようにされるつもりですか。（８
択）

○ × ×

問１０ 家事等を難しくする理由

今以上に家事、育児、介護等をする
ことを、難しくしている理由は何で
すか。（男性への質問）（１２択、
複数回答可）

× ×

×
※男性及び女性について、育
児や介護と仕事の両立のため
必要だと思うことについての

設問あり

プランの「現状と課題」
に使用

問１１
職場において男女格差を感じる
こと

募集・採用、賃金、仕事の内容、昇
進、管理職、能力評価等について、
性別によって差があると思います
か。（９項目、４択）

○ × ×
プランの「現状と課題」

に使用

問１２ 今後の就労意向
（６４歳以下の無職等の方対象）今
後働きたいとお考えですか。（４
択）

○ × ×

問１２－１ 働けない理由
今後働きたいけれども、現在働くこ
とができない理由は何ですか。（１
３択、複数回答可）

○ × ×

問１２－２ 働きたくない理由
今後働きたくない理由は何ですか。
（８択、複数回答可）

○ × ×

問１３
女性が働き続けるために必要な
こと

女性が仕事を辞めず働き続けるため
には、どのようなことが必要だと思
いますか。（７択、複数回答可）

○ × ×
プランの「現状と課題」

に使用

問１４
女性が再就職しやすくなるため
に必要なこと

女性が再就職しやすくなるために
は、何が必要だと思いますか。（９
択、複数回答可）

○ × ×

問１５
仕事・職場における男女共同参
画の進展

以前に比べて、女性が活躍しやすく
なっている、男女とも働きつづけや
すいまちになっていると思います
か。（２項目、５択）

○ × × プランの「指標」に使用

問１６ 理系進学
自分の娘や身近な女性が理系進学を
めざすことには抵抗がありますか。
（５択）

○ × ×

５　職業生活につ
いて



大阪府（H2６） 国（R4） 東京都（R2） 参考R元年度　調査項目

問１７(１)
生活の中で優先すること（希
望）

仕事、家庭や地域活動、個人の生活
で何を優先しますか。（９択）

○ × ○

問１７(２)
生活の中で優先すること（現
実）

仕事、家庭や地域活動、個人の生活
で何を優先しますか。（９択）

○ × ○

問１８
男性が家事、育児、介護、地域
活動などに参加するために必要
なこと

男性が家事、育児、介護、地域活動
に積極的に参加するためには何が必
要だと思いますか。（９択、複数回
答可）

○

○
（労働時間の短縮だけでな
く、テレワーク等の多様な
働き方の普及に関する選択

肢あり）

×

問１９ 地域活動参加状況
地域活動に参加されていますか。
（４択）

○ × ○

問１９－１
参加している・参加したい地域
活動

参加している地域活動は何ですか。
（１１択、複数回答可）

○ × ×

問１９－２
参加できない・参加したくない
理由

地域活動に参加できない、したくな
い理由は何ですか。（１３択、複数
回答可）

○ × ○
プランの「現状と課題」

に使用

問２０
地域・育児等における男女共同
参画の進展

男性の育児・介護への参画が以前よ
り進んでいると思うか。また、地域
活動が活性化していると思うか。
（３項目、５択）

○ × ×
プランの「現状と課題」

に使用

問２１ 暴力だと思う事柄
平手で打つ、なぐる・蹴るなどを暴
力だと思いますか。（１２項目、３
択）

○
（子どもに危害を加える等に
ついての設問なし、11項目、

３択）

× ○
プランの「現状と課題」

「指標」に使用

問２２
配偶者等からの暴力の相談窓口
の認知度、手段

DVについて、相談できる窓口がある
ことを知っていますか。（２択）

× ○ 問２２－１に関連

問２２－１
配偶者等からの暴力の相談窓口
の認知度

DVの相談窓口としてどのようなもの
を知っていますか。（８択、複数回
答可）

○
（DVだけではなく女性に
対する暴力等に関する相談
窓口の認知度を問うてい

る）

○
プランの「現状と課題」

に使用

問２２－２
配偶者等からの暴力の相談窓口
を知った手段

DVの相談窓口をどこで知りました
か。（７択、複数回答可）

○ × ×

○

７　ドメスティッ
ク・バイオレンス
について

６　「仕事」「家
庭や地域活動」
「個人生活」のか
かわり方について



大阪府（H2６） 国（R4） 東京都（R2） 参考R元年度　調査項目

問２３
交際相手からの暴力（デート
DV）を受けた経験

１０代、２０代の時に交際相手から
DVを受けたことがありますか。（５
項目、３択）

○ × ×

問２４
配偶者等からの暴力を受けた経
験

これまで、配偶者等からDVを受けた
ことがありますか。（５項目、３
択）

○ × ×
プランの「現状と課題」

に使用

問２４－１
配偶者等の子どもに関する暴力
（DV）の経験

これまで、配偶者等が、子どもへの
危害や面前DVを行ったことがありま
すか。（３択）

× × ×

問２５
配偶者等からの暴力の相談の有
無

DVについて誰かに相談しましたか。
（１３択、複数回答可）

○ × ×
プランの「現状と課題」

「指標」に使用

問２６
配偶者等からの暴力を相談しな
かった理由

相談しなかったのはなぜですか。
（１５択、複数回答可）

○ × ×
プランの「現状と課題」

に使用

問２７ 性被害経験
望まないのに性的な行為をされたこ
とがありますか。（２択）

○ × ×
プランの「現状と課題」

に使用

問２７－１ 性被害の相談の有無
誰かに相談しましたか。（１１択、
複数回答可）

○ × ×
プランの「現状と課題」

に使用

問２７－２ 性被害を相談しなかった理由
相談しなかったのはなぜですか。
（１５択、複数回答可）

○ × ×

問２８ メディアにおける性・暴力表現

テレビ、新聞、インターネット等の
メディアにおける性・暴力表現につ
いてどう思いますか。（５項目、５
択）

○ × ×

問２９
DV、性暴力等をなくすために
必要なこと

DV、セクハラ、性暴力等をなくすた
め、もっと取組みを進める必要があ
ることは何ですか。（１１択、複数
回答可）

○ ○ ×

９　男女共同参画
に関する用語の周
知度

問３０ 見聞きしたことがある言葉
男女共同参画社会、女子差別撤廃条
約、DV法等について知っているもの
はありますか。（１５項目、３択）

○
（女活推進法、候補者男女均
等法、LGBTQ、SOGIの設問
なし、１１項目、３択）

× ×

ドーンセンター・男女共
同参画社会・配偶者暴力
相談支援センターの認知
度をプランの「指標」に

使用

７　ドメスティッ
ク・バイオレンス
について

８　性暴力・性犯
罪について



大阪府（H2６） 国（R4） 東京都（R2） 参考R元年度　調査項目

問３１
男女平等の実現にとって最も重
要なこと

男女が平等になるために最も重要と
思われるものは何ですか。（１２
択、２つまで）

○
（政治分野等の役職に一定割
合女性を登用することの選択

肢なし、１１択）

× ×

問３２
男女共同参画社会を推進するた
めに行政がするべきこと

府や市町村が今後力を入れるべきこ
とは何だと思いますか。（１６択、
複数回答可）

○
（選挙の候補者数を男女均等
にするよう啓発することに関
する選択肢なし、１５項目）

○ ○

問３３ 自由記載
本調査や男女共同参画社会の実現に
向けた意見

× ×

※「東京は女性が活躍できる
都市」だと思うか問う設問あ
り。

【富山県（R3年度）】

　　新型コロナウイルス感染症拡大により、働き方や仕事内容に変化はあったか、あった場合の理由について問う設問あり。

【豊橋市（R3年度）】

　　新型コロナウイルス感染症拡大後の生活について、コロナ以前と比べ変化があったか（時間の変化・不安感）について問う設問あり。

１０　男女共同参
画社会の推進に向

けて


